
凡例

地区計画区域（再開発等促進区）

地区整備計画区域

壁面後退線

【１号施設①】公共空地（歩行者用通路）
（幅員3ｍ 延長約105ｍ）
※区域外の歩道幅員1.5ｍと併せ、4.5ｍの幅員を確保

【１号施設②】公共空地（歩行者用通路）
（幅員1.5ｍ 延長約80ｍ）
※区域外の歩道幅員1.5ｍと併せ、３ｍの幅員を確保

【地区施設】歩道状空地
（幅員４ｍ 延長約110ｍ）
※適切な仕上げ・照明等により安全安心な歩道環境を確保

【地区施設】緑地
（幅員２ｍ 延長約70ｍ）
※現況の植生をできるだけ活かして緑地を確保

壁面後退について
●基壇型の建築物として圧迫感を抑えるものとする。
●低層部と高層部の壁面後退距離を各々定める。

（低層部：5ｍ、高層部：10ｍ。ただし、
南東側は低層部：10ｍ、高層部：15ｍ。）

W=4m歩道状
空地整備
【地区施設】 W=1.5m拡幅

【１号施設②】
（歩行者用通路）

w=3m拡幅
【１号施設①】
（歩行者用通路）

緑地w=2m
【地区施設】

地区名 守山駅東口地区

図面名 計画図

大津湖南都市計画地区計画の決定
守山駅東口地区地区計画（面積 約1.0ha）


